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菌根研究会会員各位 

菌根研究会事務局 

 

 拝啓、皆様ご健勝にお過ごしのことと存じます。さて、下記要領にて菌根研究会 2009 年度

大会を開催いたします。皆様ふるってご参加下さいますようご案内申し上げます。 

 大会参加をご希望の方は別紙の申込書にご記入の上、事務局宛にお送り下さい。郵送、

E-mail のいずれでも受付致しますが、できるだけ E-mail でお申し込みください。同時に一般

講演も募集致します。講演時間は申込数により１題 15〜20 分程度を予定しております。なお、

講演をお申し込みの方は講演要旨も併せてお送り下さい。体裁は参加申込書の講演要旨

記載要領をご参考にお願いいたします（A4）。 

 大会参加費は会員の方が無料、非会員の方が 1,000 円（但し非会員で２度目以上参加の

方は 2,000 円）となっております。また、講演終了後に懇親会を開催いたします。懇親会参加

費は 3,000 円程度を予定しておりますので、こちらの方もお申し込み下さい。懇親会申し込

みの締め切りは厳守でお願いいたします。 

 鳥取県鳥取市は鳥取砂丘が有名で、日本海の豊富な魚介類も旅の楽しみの一つです。

多数の皆様のご参加をお待ちしております。 

 詳細は 2nd サーキュラーおよびメーリングリストにてご連絡いたします。 

  

記 

 

菌根研究会菌根研究会菌根研究会菌根研究会 2002002002009999 年度大会（年度大会（年度大会（年度大会（JCOM200JCOM200JCOM200JCOM2009999））））    

日時： 2009 年 12 月 5 日（土） 11：00〜（総会・講演会・懇親会） 

場所： 鳥取大学農学部１号館および大学生協第 2 食堂（懇親会） 

締切日時： 参加申込： 2009 年  10 月 10 日 

 講演申込： 2009 年  10 月 10 日 

 懇親会申込： 2009 年  10 月 10 日 

 講演要旨： 2009 年  11 月 20 日 

交 通 ： 鳥 取 大 学 農 学 部 ホ ー ム ペ ー ジ の 所 在 地 ・ ア ク セ ス

（http://muses.muses.tottori-u.ac.jp/access/index.html）から農学部の所在地(pdf)をダウ

ンロードして確認願います。 

宿泊：鳥取市観光協会のホームページ(http://www.torican.jp/) 等に情報があります。 

参加申込書・講演要旨送付先： 菌根研究会 2009 年度大会事務局 

〒680-8553 鳥取県鳥取市湖山町南 4-101 

鳥取大学農学部 岩瀬剛二宛 

TEL: 0857-31-5485 

E-mail: kiwase@muses.tottori-u.ac.jp 



2009 年度菌根研究会大会（JCOM2009）参加申込書 

 

氏  名： ［               ］ 

所  属： ［                          ］ 

郵便番号： ［     −       ］ 

所属住所： ［                      ］ 

電話番号： ［     （    ）      ］ 

FAX 番号： ［     （    ）      ］ 

E-mail： ［                        ］ 

 

 

懇親会について 

 参加確認：   （  参加します  ・  参加しません  ） 

 

講演について 

講演希望：   （  希望します  ・  希望しません  ） 

 

講演題名： ［                           ］ 

 

氏 名： ［                           ］ 

 

所 属： ［                           ］ 

 

 

なお、複数のお名前で講演をされる場合は演者の方の左上に丸印をおつけ下さい。 

 

 

***************************************************** 

 

＜講演要旨記載要領＞ 

樹木における外生菌根菌とアーバスキュラー菌根菌の二重共生系の進化 

関西総合大学 環境進化研究所  江久戸 麻衣子・安部 須久夫 

 

Evolution of double infected symbiosis in trees with ectomycorrhizal and arbuscular mycorrhizal fungi 

M. Ekuto and S. Abe, Institute of Environmental Evolution, Kansai Integrated University 

 

以下本文 


